
卒室するみんなへ

「⾃分は卒室する」と決めた時、どんなことを考えましたか？
思い出してください。⼀年⽣の時に、花の台に初めて来た時のことを。
お⽗さん、お⺟さんが働いているから、⾃分のお家じゃなくて、学童に帰らなければいけなかった。
もしかしたら、⾏きたくない⽇も、みんなのようにお家に真っ直ぐ帰りたい⽇もあったかもしれないね。
でも、ここで過ごした毎⽇は、思い出される毎⽇は、「楽しかった」思い出でいっぱいなんじゃないかな。
決して、⾏きたくて通いだした学童ではないかもしれない。でも、卒室を迎えた、まさに今、「花の台に来て良
かったな」って思ってるんじゃないかな。

みんなと⼀緒に過ごしてきたたくさんの時間。
楽しかったこともたくさんあった。
怒ってきたこともたくさんあった。注意しても聞いてくれなくて、頭をかかえたこともあった。
いっぱい遊んだ。いっぱいおしゃべりした。いっぱい笑い合った。
いっぱい、いっぱい思い出ができた。

どれを思い出しても、同じ⾔葉しか思いつかないよ。
「ありがとう」
楽しい思い出にありがとう。
⼀緒に過ごしてきた時間にありがとう。



そして、花の台に来てくれてありがとう。

みんなは、花の台を卒室して、新しい環境に踏み出そうとしています。
その道が、みんなにとって、⼤きな夢に向かう道となるよう、⼼から願っています。

いつでも遊びに来てください。
その時も、「おかえり」って、待っているから。

本当に卒室おめでとう。
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